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全
中
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
に
反

対
で
、
本
補
正
予
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

市
制　

周
年
式
典
で
名
誉
市
民

５０

表
彰
す
る
選
考
費
用
や
老
朽
化
し

た
広
報
・
市
民
掲
示
板
修
繕
費
用
。

行
財
政
改
革
で
、
中
学
３
校
の
給

食
調
理
委
託
料
の
債
務
負
担
行
為

を
補
正
。　

施
設
に
導
入
し
た
Ａ

４０

Ｅ
Ｄ
に
小
児
用
も
配
備
し
、
増
設

も
す
る
。
消
防
緊
急
連
絡
シ
ス
テ

ム
を
修
正
し
近
隣
市
と
相
互
応
援

体
制
を
と
る
。
保
育
室
・
家
庭
福

祉
員
の
拡
充
や
知
的
障
害
者
更
生

援
護
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
給
付
を
増
額
。

庁
用
車
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
装
置
。
通
級
指
導
学
級
新
設
経

費
等
執
行
必
要
な
予
算
で
賛
成
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

主
な
事
業
と
し
て
①
公
用
車
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
器
具
の
購
入
②

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
小
児
用
パ
ッ
ド
の
購
入
③
地
元

の
農
業
経
営
者
の
協
力
で
食
育
推

進
事
業
④
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再

開
発
事
業
の
補
助
金
の
確
保
⑤
新

た
に
障
害
児
の
通
級
拡
充
の
た
め

の
施
設
整
備
⑥
障
害
者
の
移
動
支

援
費
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
施
策
や

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
配
慮
や

市
民
待
望
の
ま
ち
づ
く
り
や
教
育

や
障
害
者
の
福
祉
の
重
要
な
予
算

で
あ
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

 　

平
成　

年　

月
１
日
に
市
制
施

２０

１０

行　

周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

５０
え
る
に
当
た
り
、
広
く
社
会
文
化

の
進
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対

し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
表
彰

制
度
の
条
例
で
す
。

　

名
誉
市
民
は
、
市
民
ま
た
は
市

に
縁
故
の
深
い
方
で
、
公
共
の
福

名

誉

市

民

条

例

祉
を
増
進
し
、
学
術
、
技
芸
、
そ

の
他
広
く
社
会
文
化
の
興
隆
に
寄

与
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
、

市
民
が
尊
敬
す
る
に
値
す
る
方
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
誉
市
民

の
顕
彰
及
び
待
遇
は
、
名
誉
市
民

証
を
贈
る
と
と
も
に
市
の
公
の
式

典
へ
の
招
待
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

選
定
ま
で
の
流
れ
は
、
市
民
や

学
識
経
験
者
な
ど
を
委
員
と
し
た

名
誉
市
民
選
考
委
員
会
で
市
長
の

諮
問
を
協
議
し
、
答
申
を
受
け
た

市
長
は
、
市
議
会
で
同
意
を
得
る

こ
と
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１２

２１

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
秀
貴
（
小
金
井
民
主
）

　

市
制
施
行　

周
年
の
前
に
名
誉

５０

市
民
を
選
定
す
る
こ
と
は
有
意
義

だ
。
多
摩　

市
の
中
で
小
金
井
市

２６

は　

番
目
の
制
定
と
な
る
が
、
市

１３
政
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
、
地
道

に
社
会
文
化
の
興
隆
に
尽
く
す
人

を
選
定
し
て
ほ
し
い
。
選
考
委
員

会
の
中
に
公
募
市
民
が
入
る
の
は

小
金
井
市
が
初
め
て
で
あ
り
、
常

設
で
あ
る
こ
と
も
評
価
す
る
。
待

遇
も
名
誉
市
民
証
の
贈
与
や
公
表

か
ら
始
ま
り
、
式
典
へ
の
招
待
や

相
当
の
礼
を
も
っ
て
す
る
弔
意
な

ど
に
留
ま
り
、
過
分
な
待
遇
を
す

る
も
の
で
は
な
い
。

 　

こ
の
給
与
改
定
条
例
は
、
職
員

給
料
を
平
成　

年
１
月
か
ら
月
額

２０

平
均
０
・　

％
減
額
す
る
も
の
で

０７

す
。
市
の
職
員
給
与
は
、
従
前
か

ら
東
京
都
の
人
事
委
員
会
の
勧
告

を
尊
重
し
て
改
定
を
行
っ
て
お
り
、

昨
年　

月
の
勧
告
で
は
、
都
の
職

１０
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

員
給
与
が
、
民
間
給
与
を
０
・　
０７

％
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
減
額
を

勧
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
（
週　

時
間
）
の
給
料
を
、
他

３０

市
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
給
料
月
額　

万
千　

１６

９３０

円
を　

万
８
千　

円
と
す
る
も
の

１８

１００

で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１２

２１

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

反
対
の
理
由
は
、
再
任
用
職
員

（
市
職
員
Ｏ
Ｂ
）
の
給
料
・
手
当

ボ
ー
ナ
ス
が　

％
も
引
き
上
げ
ら

１６

れ
る
点
に
あ
る
。
再
任
用
職
員
は
、

非
常
勤
職
員
（
市
民
を
雇
用
）
に

比
べ
て
、
割
増
手
当
や
ボ
ー
ナ
ス

も
支
給
さ
れ
る
な
ど
極
め
て
優
遇

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
不
平
等
な

改
正
に
よ
っ
て
、
再
任
用
職
員
と

非
常
勤
嘱
託
職
員
と
の
格
差
は
年

収
ベ
ー
ス
で
、　

万
円
を
突
破
す

１００

る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
問
題
を

放
置
し
て
、
市
職
員
Ｏ
Ｂ
に
だ
け

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
張
る
こ

と
は
是
認
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

ま
じ
め
に
奉
仕
す
る
多
く
の
公

務
員
が
大
勢
と
は
い
え
再
任
用
給

料
が
月
額
約
２
万
円
上
が
る
こ
と

に
関
し
て
は
市
民
が
納
得
す
る
こ

と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の

合
意
内
容
は
職
務
給
の
切
り
替
え

移
行
で
小
額
の
減
給
と
読
め
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
地
域
手

当
は　

年
度
ま
で
は　

市
平
均
よ

２１

２６

り
は
少
な
い　

・
４
％
か
ら　

・

１１

１１

７
％
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
今
般
の
財
政
指
標
で
は
経
常
収

支
比
率
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
本
議
案
に
対

し
て
全
面
的
な
反
対
は
で
き
な
い
。

審
議
し
た
主
な
議
案

� ������������������������������������　
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、

選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈

っ
た
り
、
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

を
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が

議
員
に
対
し
、
寄
附
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
様
方
と
の
良

好
な
関
係
を
保
っ
て
い
く
た
め
、

実
費
負
担
が
必
要
と
さ
れ
る
行

事
・
催
し
を
ご
案
内
い
た
だ
く
際

に
は
、
会
費
を
明
示
し
て
ご
通
知

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

何
と
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

冠
婚
葬
祭
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
こ
ん
な
時
、
こ
ん
な
物
も
、

寄
附
禁
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

贈
ら
な
い
！

求
め
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

の
激
し
い
各　

基
の
建
て
替
え
を

１０

行
う
た
め
の
経
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

教
育
関
係
に
は
、
南
小
学
校
と

小
金
井
第
一
中
学
校
に
、
新
た
に

通
級
指
導
学
級
を
開
設
す
る
た
め

の
整
備
工
事
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１２

２１

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
理
由
の
一
つ
は
、

「
貧
困
と
格
差
」
の
広
が
り
が
問

題
と
な
り
、
原
油
高
の
生
活
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
民
生

活
支
援
の
予
算
が
不
十
分
だ
か
ら

で
あ
る
。
第
２
に
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
取
得
費
の
債
務
負
担
行
為

補
正
は
、
１
�
３
街
区
の
設
計
変

更
も
示
さ
れ
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
完
成
す
る
根
拠
も
明
ら
か
で
は

な
い
の
に
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
第
３
に
、
学
校
給
食
調
理

の
民
間
委
託
化
を
来
年
４
月
か
ら

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１９

算
（
第
５
回
）
は
、　

月　

日
の

１１

３０

本
会
議
で
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
、　

月　

日
の
委
員
会
で
審

１２

１３

査
し
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
千　

万
千

８５８

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を　

億
２
千　

万
千
円
と
す

３５９

９９４

る
も
の
で
す
。
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
対

策
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
が
、
１
歳
以
上
の
子

供
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
内
施
設　

か
所
に

４０

設
置
さ
れ
て
い
た
機
器
へ
小
児
用

パ
ッ
ド
を
取
り
付
け
る
経
費
と
、

市
立
保
育
園
及
び
清
里
山
荘
に
、

新
た
に
機
器
を
設
置
す
る
た
め
の

経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
活
動
に
は
、
市
内
の
広

報
・
市
民
掲
示
板
の
う
ち
、
損
傷
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平
成　

年
度
一
般
会
計

１９

補
正
予
算
（
第
５
回
）

第二庁舎の１階に開設された障害者就労支援センター


